
第8回：スマホ対応とレスポン

シブデザイン｜もう“崩れな

い”サイトを作ろう！



ユーザビリティの向上

スマホでの閲覧時、レイアウトが

崩れないようデザインすること

で、クリック率や滞在時間が向上

します。ユーザーがストレスなく

サイトにアクセスできる環境を提

供することが大切です。

ビジネスの競争力

スマホ対応していないサイトは、

競合他社に負けてしまうことがあ

ります。顧客のニーズに応えるた

めには、モバイル対応が不可欠で

す。これにより、ブランドの信頼

性を高めることができます。

スマホ対応の重要性

スマホユーザーの増加に伴い、ス

マホ対応はウェブサイトの必須要

素になっています。ユーザーがど

のデバイスを使っても、快適にコ

ンテンツを参照できるようにする

ことが必要です。

スマホに対応するってどういうこと？

スマホ対応は、ユーザーの体験を向上させる鍵です。



メディアクエリは、CSSの中で異なるデバイス特性に基づいてス

タイルを適用する技術です。条件を設定することで、PC、タブ

レット、スマホなどに最適なデザインを提供できます。

メディアクエリの

基本

例えば、スマホ画面ではナビゲーションメニューをハンバーガ

ーメニューにすることで、表示領域を有効活用できます。この

ような工夫がユーザビリティを向上させます。

実践例

基本的な書き方は「@media」ルールを使用します。例えば、

特定の画面サイズでフォントサイズを変更するなど、フレキシ

ブルにスタイルを適用できます。

メディアクエリの

使い方

メディアクエリとは？（CSS超入門）

メディアクエリは、画面に応じたスタイル調整の基本です。



ユーザー優先の設計

モバイルファーストでは、初めか

ら小さな画面を念頭に置いて設計

するため、必要な機能や情報に集

中できます。これにより、ユーザ

ーが求めるコンテンツが優先さ

れ、満足度が向上します。

コスト削減の可能性

モバイルファーストでデザインを

行うことで、開発や保守にかかる

コストを削減可能です。初めから

モバイルを意識しているため、後

からの修正が少なくなります。

モバイルファーストとは

モバイルファーストは、最初にモ

バイルデバイス向けのデザインを

行い、その後PCやタブレットに

対応したスタイルを追加する手法

です。この逆転の発想が重要な理

由です。

モバイルファーストという考え方

モバイルファーストにより、デザインの効率が飛躍的に向上します。



崩れの原因とは
ウェブサイトが崩れる原因には、固定幅のデザイン、画像サ

イズの不適切な指定、フォントの選択ミスなどがあります。

これらが原因でレスポンシブ対応が効きづらくなります。

具体的な解決策
まず、幅を%やvwで設定し、柔軟なレイアウトを作成しま

す。次に、画像はmax-widthを使用し、最大でも画面に収ま

るようにします。こうした対策が崩れを防ぎます。

テストの重要性
デザインしたら、複数のデバイスやブラウザでテストを行

い、実際の表示を確認します。問題が見つかったら早い段階

で修正を行うことで、ユーザー体験を向上させます。

Our Goal 01

Our Goal 02

Our Goal 03

よくある“崩れ”トラブルと解決策

サイトの崩れを解決するための具体的な対策を紹介します。



フレキシブルなデザイン
フレキシブルグリッドレイアウトを採用することで、画面サ

イズに応じた自動的なレイアウト調整が可能になります。こ

れにより、デバイスに関係なく美しい表示が実現します。

モジュール化されたコー
ド

CSSをモジュール化することで、特定の要素に対して個別に

調整しやすくなります。再利用できるコードを作ることで、

保守性の向上にも繋がります。

定期的なメンテナンス
ウェブサイトの定期的なメンテナンスも重要です。トレンド

や技術の変化に対応するために、定期的にサイトを見直し、

必要に応じて更新を行うことが大切です。

Our Goal 01

Our Goal 02

Our Goal 03

また崩れないためのベストプラクティス

スマホ対応を維持するためのベストプラクティスを解説します。



成功したサイトに共通している

のは、ユーザーを意識したデザ

インです。どのような機能が求

められているのかを把握するこ

とが、今後の成功につながりま

す。

学ぶべき教訓

スマホ対応前後でのユーザー行

動を分析した結果、直帰率が

30%減少しました。この数値が

示す通り、スマホ対応によりユ

ーザーの満足度が向上しまし

た。

計測した結果

ある企業のサイトがスマホ対応

した結果、ユーザーの滞在時間

が40%増加しました。また、サ

イトへのアクセスも向上し、ビ

ジネスの成長を促しました。

具体的な成功事例

ケーススタディ: 成功事例

成功事例を通じ、スマホ対応の効果を具体的に見ていきます。



スマホ対応により、ユーザーエクスペリエンスが向上し、サイ

トの競争力が増します。特にモバイルファーストの設計理念

は、今後のデザインにおいても重要です。

スマホ対応の利点

トラブルが起きた際には、原因を把握し、具体的な解決策を見

出すことが大切です。通常予測される崩れに対する対策を理解

しておくことで、スムーズに対応できます。

トラブルシューテ

ィング

メディアクエリを適切に使用することで、異なるデバイスに向

けたスタイリングが可能になります。実践的なスキルを身に付

け、効果的なレスポンシブデザインを実現しましょう。

メディアクエリの

活用

まとめ

スマホ対応の必要性と実践的な知識を振り返ります。




